
設置上のご注意

家具は設置する床の影響を受けやすいもの。
住宅の床には微妙な高低がある為、家具に“ねじれ”が発生し扉や引出しが傾き隙間がそろわない場合がでてきますので、
平らな場所に水平になるように設置します。
パモウナの家具は調整可能な金具を採用しておりますので、水平に設置した後、各部分の微調整が可能です。
設置後は必ず付属の固定部品で壁との固定を行ってください。（固定部品はお客様取付けとなります）

■家具を設置する際は以下の点に注意し設置を行ってください

敷板 敷板

家具を水平に設置します1
扉や引出の隙間が大きくずれている場合は、
設置している床面の高低差が大きい可能性があるので、
家具が水平になるように調整を行う必要があります。
扉や引出しのズレている方向に応じて
矢印の部分の手前側に敷板を敷きます。
敷板は硬質な板材や、微調整用として硬い紙が適しています。

（必ず2人以上で作業を行ってください）

注意：安全の為必ずお守りください。
パモウナの家具には家具と壁とを固定する固定部品が付属されています。（背の低い商品など、一部入っていない物もございます）
家具の前倒れや揺れを防ぐ物ですので、固定部品が付属されている商品は必ず設置の際に壁面としっかりと固定してください。

（壁が石膏ボードの場合でも取付け可能です）また、カウンター（下台販売含む）商品も固定部品でしっかりと固定してください。
固定しない場合、前倒れの恐れがあり大変危険です。固定部品を取付けていない状態で商品が倒れた場合の責任は負いかねます。

（固定部品はお客様取付けとなります）

40mm

天板に取付けた状態

上面に取付ける場合

天板に取付けた状態

側面に取付ける場合

カウンター天板に取付けた状態

30mm

固定部品は、家具と壁との隙間が30ｍｍ
以内であれば取付け可能です。

各部の微調整を行います2

（ｄ）

戸車

【引き戸の調整】
引き戸の内側にある上下調節ネジを回し戸車の出し入れを行い、隙間の調節を行います。

（d）の上下調節ネジを「出」の方にまわすと、戸車が出てきて扉が上がります。
反対に「入」の方向にまわすと、戸車が中に入り扉が下がりますので、
扉の傾きに応じた方向に上下調節ネジをまわし調節ができます。

（※AS、HSシリーズは調整方法が異なります。商品説明書をご確認ください。）
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（ｂ）

（ ａ ）

（ ａ ）
【扉の調整】
扉の内側にある丁番の各ねじを緩めたり締めたりすることで
各部の調節が可能です。

（c）前後調節ネジ （b）上下調節ネジ

（a）左右調節ネジ




